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は Wilks や Huber流に推定量を推定関数との漸近的関連で把えることによりその諸性質を導き、前述
の“残りの分布"の特徴付けと構造的に解りやすく簡単な証明を与える。
従来は推定関数に基く推定量、すなわち推定関数ふ (8) に対しふ (8n ) →0 ， inP を満す推定量仇の
みが扱われて来たけれども、推定関数に強弱 2 種類の可微分性を定義しその役割を明確化することに
よりもっと一般にーふ (Tn ) →G ， in law を満す推定量Tn を導入し、漸近的諸性質を調べた(第 3 、 4
節)。まず通常の推定関数はこれらの可微分性を満すことを示し(第 3 節)、したがってそれらの推定関
数に基く推定量については一致性や漸近的正規性が容易に証明されること、更に前述のもっと一般の




の情報行列とすれば〆百(仇-80 )• N (0 , r-1 ) , in law が成立つ。一方、前述の推定量Tn については、
この場合にある正則条件を満せばJ百 (Tn -80 ) →N (0, r-1) *む， in la w (ここでむ(z) = G (r-l.z) )、
としてその漸近分布が求まる。これは前述の Hájek と稲垣の結果を再び証明し“残りの分布"G がーふ










本論文は、推定量Tn の漸近的性質は推定関数ふ (8) に Tnを代入して得られる確率変数ふ (Tn ) の漸近
的性質と密接な関連をもつことを見出した点が独創的である。即ち、最尤推定量乱に対してーふ (Tn )
と /n(Tn- (jn) とが漸近的に同値であることが示され、その副産物として-~n(Tn) →G をみたす推定量
Tn に対して/n(Tn -80 ) • N(O ,r-1) *むという形で Hajek と稲垣の定理が見通しよく導かれた。本論文
は上述の漸近的関連の他の応用として、任意の推定量が与えられるときこれを改良して最尤推定量と
漸近的に同じ精度をもつようにする方法を示しており、今後さらに新しい応用が見出される可能性を
も蔵している。
つ臼???
